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2005 年 9 月 21 日 

三菱ふそうトラック・バス株式会社 

 

三菱ふそう 品質問題への取組み状況報告 

 

弊社の最新の車両事故・火災情報（スクランブル対応）および、緊急性の高い 11 案件の市場措置

(リコール対応)の実施状況をご報告申し上げます。 

記 
１．今週の定例報告事項  

（１）車両事故・火災情報（スクランブル対応） 

・ [資料 1]をご参照下さい。 

・ 8 月 16 日に発生しました千葉県柏市の常磐自動車道上りでの大型バスの火災に関して､9

月 5 日に調査を行ないました｡調査の結果､エンジン吸気系パイプ支持部が破断し、ター

ボチャージャー潤滑油パイプが折損していました。焼損場所付近にはエンジンオイルが

飛散しており、噴出したオイルが排気系の高温部にかかり発火、延焼した可能性が高い

と考えられます。引き続き関連部品を回収して調査します。 

尚､リコールとの関連性はありませんでした。 

・ 9 月 13 日に発生しました静岡市駿河区の国道 1号線での大型トラックの火災に関して､9

月16日に県警の見分に立ち会いました｡その結果､ブレーキドラムの外観には焼けた形跡

あり、内部のブレーキライニングには引きずりによる焼け、亀裂が見られ、摩耗してリ

ベットの頭も削れていました。駐車ブレーキは異常が無く、駐車ブレーキの戻し忘れに

よる引きずりにより、ブレーキドラム過熱、発火に至ったとの警察見解です｡ 

尚､リコールとの関連性はありませんでした｡ 

 

（２）緊急性の高い１１案件の市場措置実施状況 

・［資料 2］をご参照下さい。 

・ クラッチハウジング恒久措置につきましては、前回比(9 月 12 日時点)約 100 台増の 

約 90％となっています。 

 

以上 
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車両事故・火災情報（スクランブル対応） ※：網掛け部が前回公表時に対して追加・変更した箇所を示す。 2005.09.21

発生日時 場所 車両 スクランブル 事故内容及び調査概要 人身 過去の該当リコール案件

6/15日20時 中央道  FU517ＴX 済 中央自動車下り走行中、松川ＩＣ先下り坂でﾌﾞﾚｰｷを使用したところ、 なし ４７案件 (No.10) に該当 電気系統のﾘｺｰﾙ対象
長野県座光寺ＰＡ 　00年4月登録 ﾌﾞﾚｰｷ警報ﾗﾝﾌﾟ点灯とﾌﾞｻﾞｰが吹鳴。　後々軸左側の内側の部分から出火 (00年8月対策済み)

・後々軸左側のみﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ廻りに錆有り、水浸入の痕跡有り。 緊急点検：実施前
・他の車輪は全てきれいであり、水浸入の痕跡なし。
　後々軸ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ焼き付のﾘｺｰﾙに該当する可能性有り。

6/23日22時 福岡県久留米市  FU410TZ改 済 走行中右後輪から出火、30分後に消火。 なし 当社調査結果から関連性 該当無し
宮の陣 　95年9月登録 ・後々軸右側のｱｳﾀｰﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ焼き付き破損。目視では目立った錆は無し。 は認められません。
九州自動車道 ・ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞ下側焼け大(後軸芯ずれのため)。他のﾘﾔ3輪とも、ﾛｯｸﾅｯﾄに緩み有り。

・不具合発生部位以外の3輪のｸﾞﾘｰｽは、使用に適さない性状である。（除く後々軸左ｱｳﾀｰﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部）
　不具合部位のｸﾞﾘｰｽは、熱や消火作業時の放水の影響を受けていると思われ判定困難。
・ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞは後々軸左側を除いて継続使用には適さない状態。不具合部位後々軸右側のｱｳﾀｰﾍﾞｱﾘﾝｸﾞは破損のため
　調査不可能。
・焼き付き破損位置以外のﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ、ｸﾞﾘｰｽ、ﾛｯｸﾅｯﾄの状態から不具合部位も同様にﾀﾞﾒｰｼﾞを受けていて破損した
　可能性が高い。その他警察捜査中。

7/5日18時 群馬県藤岡市  BE459F 済 車体から白煙が見えたので停車。ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑから炎が出ていたので，消火器で消火を試みるも全焼。 なし 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰｷｰｽｲｯﾁﾘｺｰﾙ対象
関越自動車道 　95年8月登録 ・ｽﾀｰﾀｰは連続通電による内部過熱の形跡なし。ｷｰｽｲｯﾁﾘｺｰﾙとの関連性は少ない。 は認められません。  （2003年6月 措置済）
（藤岡JCT付近） ・ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内は全焼しているが、左側の焼損が激しい。ただし左側には樹脂類の可燃物が多く

　延焼したものか、火元かの判別は困難である。燃料ﾊﾟｲﾌﾟ、噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ噴射管に亀裂なく燃料漏れの可能性はない。
・ｵﾙﾀﾈｰﾀｰは県警科捜研が調査。

7/28日4時 福岡県北九州市  FV514H 済 ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝとﾃﾞﾌ間のﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄがﾃﾞﾌ側で破損し脱落。 ４７案件 (No.24) に該当 ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
都市高速4号線 　98年2月登録 ・ｲﾝﾀﾃﾞﾌのｺﾝﾊﾟﾆｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ締付けﾈｼﾞの根元破断し、ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ脱落したと推定。  （2000年8月 措置済）
紫川ＩＣ付近 ・ﾈｼﾞの根元部の破損は谷部全周を起点とした疲労破壊。 緊急点検：未実施

　ﾃﾞﾌ側破損部のｺﾝﾊﾟﾆｵﾝﾌﾗﾝｼﾞのｽﾌﾟﾗｲﾝに生じたｶﾞﾀによりｼｬﾌﾄねじ切上り部に捩じり過負荷がかかり折損に
　至ったと推定。

7/29日5時 福島県会津坂下町  FV411T 済 ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝとﾃﾞﾌ間のﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ3本が脱落。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象 
磐越自動車道上り 　94年3月登録 ・ﾌﾗｲﾎｲｰﾙﾊｳｼﾞﾝｸﾞが亀裂。ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞを結合する取り付けﾎﾞﾙﾄ6本が脱落、6本緩みあり。 は認められません。  （2004年5月 措置済）

・ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞとの接合面に揉まれ跡があり、ﾎﾞﾙﾄの弛みによる破損と推定。 ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
　ﾎﾞﾙﾄ締め付け力の不足の原因としては、ｸﾗｯﾁﾃﾞｨｽｸ交換時等のﾎﾞﾙﾄ締め付け不十分の可能性が高い。

7/31日14時 大分県中津市  FS419TZ 済 走行中にｴﾝｼﾞﾝが急に噴き上がり、路肩に停車させ、ｷｬﾌﾞﾁﾙﾄし、噴射ﾎﾟﾝﾌﾟのｱｸｾﾙﾜｲﾔを引くもｴﾝｼﾞﾝ停止 なし ４７案件 (No.32) に該当 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象 
　94年3月登録 せず。その間ﾏﾌﾗ過熱し、ﾏﾌﾗ廻りから出火しﾘﾔﾀｲﾔ、ﾊﾞｯﾃﾘ、ﾀﾝｸなどを焼損。  （2004年6月 暫定点検済み）

・噴射ﾎﾟﾝﾌﾟの分解調査実施。ｺﾝﾄﾛｰﾙﾗｯｸがｶﾞﾊﾞﾅ側１気筒目の溝部底を起点として疲労破壊している。 ﾀﾝﾃﾞﾑﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
　ｺﾝﾄﾛｰﾙﾗｯｸの折損により噴射ﾎﾟﾝﾌﾟが制御不能となりｴﾝｼﾞﾝが吹き上がったものと推定。 ﾘﾔﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象

(ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄはいずれも未実施)
緊急点検：未実施

8/1日19時 富山県入善町  FU510UZ 済 走行中、異音がしたため路肩に停車したところ左前輪から出火していた。その後運転席部分などを焼いて鎮火。 なし 当社調査結果から関連性 ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
国道8号線 　99年9月登録 ・左前輪ｱｳﾀﾍﾞｱﾘﾝｸﾞが破損し、ﾌﾞﾚｰｷひきずり発火したものと推定。 は認められません。  （2000年8月 措置済）

・右前輪ｱｳﾀﾍﾞｱﾘﾝｸﾞは継続使用には不適な状態であり、左側も同様のﾀﾞﾒｰｼﾞを受けていて破損した可能性が高い。

8/11日14時 長崎県佐世保市  FP445D 済 車両全焼。ﾄﾚｰﾗ一部焼損。詳細は不明。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象 
西九州道 　94年9月登録 ・ｷｬﾌﾞ後部の焼損が激しく火元の特定は困難。 は認められません。  （2004年4月 措置済）
大塔IC出口市道 ・県警捜査継続中。 ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象

9/11日14時 神奈川県川崎市  FN622K 済 4台(当該車両を含む)の玉突き事故。運転手がﾌﾞﾚｰｷが効かなかったと証言。 あり 当社調査結果から関連性 ｷｬﾌﾞﾌｯｸ曲がり不具合ﾘｺｰﾙ対象
国道409号線 　98年12月登録 ・ﾌﾞﾚｰｷ系配管からのｴｱ漏れ、ﾌﾞﾚｰｷ液漏れなし。ﾌﾞﾚｰｷ低圧警報ﾌﾞｻﾞｰ機能は正常。 4台中2台（2名） は認められません。 ｷｬﾌﾞﾁﾙﾄ警告灯不具合改善対策対象

　制動力をﾃｽﾀｰで計測したが検査基準には合格。 1名鞭打ちで

・その他警察捜査中。 通院中

他1名は通院1回

9/14日3時 島根県益田市  FU510UZ 済 走行中異臭がして、しばらくすると灯火系が消えたため停車した。下車して確認したところ左側ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄとﾌﾛﾝﾄ なし 当社調査結果から関連性 ｼｬｼﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
国道191号線 　97年7月登録 ﾊﾞﾝﾊﾟｰの間の奥に炎が見えた。ｷｬﾌﾞ全焼。 は認められません。  (2000年9月 措置済)

・最初に炎が確認された部位の近くで回収した配線にｼｮｰﾄ痕あり。配線を調査した結果、 ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
　後付け配線である可能性が高いが、出火がｼｮｰﾄによるものかの判定は困難。

47項目のリコール等
不具合内容との関連性

2名通院(8/下)
1人は首、肩の痛み。
1人は腰痛、打撲で2
名とも外傷無し。

資料1
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発生日時 場所 車両 スクランブル 事故内容及び調査概要 人身 過去の該当リコール案件
47項目のリコール等
不具合内容との関連性

9/23日6時 兵庫県西宮市  FP415D 済 走行中ｴﾝｼﾞﾝ付近から煙が出たので車両を止めて避難した。その後車両は全焼。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象 
市道 　94年1月登録 駐車場でｴﾝｼﾞﾝを始動させた時に異音に気付いたがそのまま出発し約100m走行した所で発煙。 は認められません。 ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象

・車両右前方のｷｬﾌﾞ下側のﾊｰﾈｽ付近の焼損が激しく出火場所と考えられるが、ﾊｰﾈｽにｼｮｰﾄ痕なし。  （2004年8月 措置済）
・警察が捜査継続中。

10/6日6時 大阪市北区  MP717K 済 走行中車両前方に乗用車が進入してきたため急ﾌﾞﾚｰｷをかけたところ、そのはずみで車両右側後方の非常口横の あり ４７案件 (No.47) に該当 燃料ﾀﾝｸﾘｺｰﾙ対象
国道2号線 　98年10月登録 ｼｰﾄが前に倒れた。倒れたｼｰﾄに着席していた乗客とその後ろの席の乗客が負傷した。 ﾘｺｰﾙ１２２９(9月22日届出)  （2000年9月 措置済）

大阪府警が車両保管中であり破損部位の詳細状況は確認できず。 非常口扉ｼｰﾄﾘｺｰﾙ対象
・警察捜査中。 緊急点検：8月25日実施

10/14日14時 広島市西区  FK417J 済 岸壁と浮き桟橋とを結ぶ渡し橋の上に止めてあった車両が後退し、車両後方で橋の修理作業中の2名を巻き込んで あり 当社調査結果から関連性 ｷｬﾌﾞﾁﾙﾄ警告灯不具合改善対策対象
草津漁港浮桟橋 　89年1月登録 浮き桟橋の上で止まった。 1名死亡 は認められません。

・駐車ﾌﾞﾚｰｷ機能に問題なし。その他警察捜査中。 1名全身打撲

10/5日19時 岐阜県中津川市  FP512D 済 約5％の下り勾配のS字ｶｰﾌﾞの後半の左ｶｰﾌﾞで、中央分離帯をまたいだ状態でｷｬﾌﾞ左側を下にして横転、炎上。 あり 当社調査結果から関連性 ｼｬｼﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
中央道下り 　99年5月登録 ﾄﾗｸﾀｰ全焼、ﾄﾚｰﾗｰは前方が焼損。 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ重傷 は認められません。  (2000年7月 措置済)

・運転手に事故前後の記憶がなく横転時の状況不明。警察捜査中。 ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象

10/19日12時 静岡県浜松市  FY50JTY 済 走行中ﾌﾛﾝﾄとﾘﾔﾃﾞﾌ間のﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが脱落し、後続の軽自動車が落下した部品を乗り越え左前後ﾀｲﾔがﾊﾟﾝｸした。 なし ４７案件 (No.2) に該当 6M70ﾀｰﾋﾞﾝｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
東名高速上り 　01年3月登録 ・ﾀﾝﾃﾞﾑ間ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが脱落。ただし、ﾌﾛﾝﾄﾃﾞﾌ側にはﾌﾗﾝｼﾞﾖｰｸが残存(ﾚｯｶｰ業者が牽引作業時取り外した)し、 ﾘｺｰﾙ１２５７(10月7日届出)  (2001年3月 措置済）
三ケ日ＩＣ～浜松西ＩＣ 　ﾘﾔﾃﾞﾌ側はﾛｯｸﾅｯﾄ、割りﾋﾟﾝが外れた状態でﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ本体のみが脱落している。ﾛｯｸﾅｯﾄ、割りﾋﾟﾝは回収されて 6M70VGﾀｰﾎﾞﾘｺｰﾙ対象

　いない。ﾘﾀﾞｸｼｮﾝﾋﾟﾆｵﾝのねじ部には損傷なくﾛｯｸﾅｯﾄは緩んで脱落したものと推定。 ﾀﾝﾃﾞﾑﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
 (2003年3月 措置済)
ﾘﾔﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
 (2004年3月 措置済)
ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
ｴﾝｼﾞﾝﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
ｴﾝｼﾞﾝﾘﾔﾏｳﾝﾄﾘｺｰﾙ対象
ﾀﾝﾃﾞﾑﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ再ﾘｺｰﾙ対象
緊急点検：未実施

10/15日5時 奈良県奈良市中畑町  FE648F 済 走行中ﾊﾟﾁﾊﾟﾁ音と異臭があり車両左側からの発煙を確認。車両を止めたところｷｬﾌﾞ左側後方から出火。ｷｬﾌﾞ全焼。 なし 当社調査結果から関連性 ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｷﾞｬﾎﾞｯｸｽﾘｺｰﾙ対象
国道25号線 　94年6月登録 ・ｷｬﾌﾞﾊﾞｯｸと荷箱の間の焼損が激しく、ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内はｱﾙﾐ製部品に溶損はなくそれほど強く燃えていない。 は認められません。 駐車ﾌﾞﾚｰｷｹｰﾌﾞﾙﾘｺｰﾙ対象

　燃料漏れ、ｵｲﾙ漏れの痕跡なし。配線にはｼｮｰﾄ痕なし。ｽﾀｰﾀｰ異常なし。 ﾀｲﾛｯﾄﾞｴﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄﾘｺｰﾙ対象
　ｷｬﾌﾞﾊﾞｯｸの焼損が激しく火元の特定は困難であった。

11/2日12時 川崎市川崎区  FN61FK 済 走行中右前輪がﾊﾟﾝｸしたために路肩に停車したところ右側前輪付近から出火していた。 なし 当社調査結果から関連性 VGﾀｰﾎﾞC/W改善対策対象
首都高速横羽線下り 　00年1月登録 ｷｬﾌﾞ全焼。ｷｬﾌﾞ後方のｸﾚｰﾝが焼損、ﾘﾔﾎﾞﾃﾞｨ前方も一部焼損。 は認められません。  (2000年8月 措置済）
浜川崎出口付近 ・前軸左右輪のﾌﾞﾚｰｷに引きずった痕跡あり。ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞに破損はなく、軸ずれによる引きずりではない。 ｽﾀｰﾀｰﾘﾚｰﾘｺｰﾙ対象

　ﾌﾞﾚｰｷが掛かった状態で走行した可能性があるため､ﾌﾞﾚｰｷ系の関連部品を調査したが焼損が激しく作動の確認は  (2000年8月 措置済）
　出来なかった。残存部品の組み付け状況は問題なし。 ﾘﾔﾎｲｰﾙｼﾘﾝﾀﾞｰﾘｺｰﾙ対象

 (2002年9月 措置済）
ﾘﾔﾎｲﾙﾊﾟｰｸﾁｬﾝﾊﾞｰﾌﾞﾗｹｯﾄﾘｺｰﾙ対象
 (2004年8月 措置済）

11/17日11時 川崎市川崎区  FP511D 済 走行中にｷﾞﾔが外れ、運転席の下から大きな音がしてｱｸｾﾙが利かなくなり路肩に停車｡ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ前側のｼﾞｮｲﾝﾄ部が なし 当社調査結果から関連性 ｼｬｼﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
首都高速湾岸線下り 　97年2月登録 破損し一部の部品が脱落した。ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ本体は脱落せず。 は認められません。  (2000年9月 措置済)
川崎浮島JCT付近 ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝｹｰｽの前側ﾌﾗﾝｼﾞ部が全周亀裂しﾐｯｼｮﾝ本体は後部が垂れ下がった状態。 ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象

・ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝｹｰｽの前側ﾌﾗﾝｼﾞ部全周と、ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞ一部亀裂。脱落部品は前側のｽﾊﾟｲﾀﾞｰとその関連部品の為、  （2004年6月 暫定措置済）
　駆動系の関連部品の詳細調査、ｽﾊﾟｲﾀﾞｰ部のﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘﾃｰﾅｰﾎﾞﾙﾄが弛み抜け出し破損したと推定。 ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象

1名打撲 通院加療5
日

後続車2台が追突、
各運転手が重軽傷

他1名はそのまま帰
宅
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1/5日13時 三重県四日市市午起  FU415JD 済 走行中、後前軸左側のﾎｲｰﾙﾎﾞﾙﾄ8本すべて折損しﾀｲﾔが脱落、外側ﾀｲﾔが同じ車線の右折ﾚｰﾝに停車していた 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象 
国道23号線下り 　96年3月登録 乗用車の左後部に当たった。内側ﾀｲﾔは脱落したがﾎｲｰﾙをﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑが押さえつけて転がらず。 は認められません。 ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象

・折損したﾎｲｰﾙﾎﾞﾙﾄ全8本のうち2本の破断面には疲労破損の形跡あり錆びも発生している。ﾎｲｰﾙ側の全てのﾅｯﾄ  （2004年7月 暫定措置済）
　締め付け面に錆びが発生しており弛みによりﾎﾞﾙﾄ折損に至ったと推定。 後々軸ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象

1/1日4時 埼玉県岩槻市南平野  FK71HG 済 走行中片側2車線の左側ﾚｰﾝに停車していた車両の右後部に、当該車両がｷｬﾌﾞ左前部から追突した。ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ状態 なし 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰﾘﾚｰﾘｺｰﾙ対象
国道16号ﾊﾞｲﾊﾟｽ 　99年9月登録 にして下車し、相手車両の運転手と数分間話をして戻ったところ、助手席側のｲﾝｽﾄﾙﾒﾝﾄﾊﾟﾈﾙ付近から発煙、 は認められません。  (2004年8月 措置済）

　 出火し全焼した。
・ｼｮｰﾄ痕の場所等の状況から、出火の原因は衝突により配線の被覆が破れたことによるｼｮｰﾄと推定。

1/2日18時 福井市西開発  FK61FJ 済 交差点で一旦停止側の側道から出て来た乗用車と衝突し、対向車線を右へそれて、田んぼへ転落した。事故の際 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰﾘﾚｰﾘｺｰﾙ対象
　01年11月登録 ｷｬﾌﾞがﾁﾙﾄした。 は認められません。  (2000年9月 措置済）

・乗用車が当該車両のｷｬﾌﾞ右側前方下部のｷｬﾌﾞｽﾃｯﾌﾟ付近にほぼ直角に突っ込んでおり、ｷｬﾌﾞが大きくずれている。
　このためにﾌｯｸが外れﾁﾙﾄしたもので、衝突事故による二次的なものと判断する。

1/7日23時 神奈川県伊勢原市  FV50LH 済 走行中ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが脱落し、後続車が乗り上げﾊﾞﾝﾊﾟｰが損傷。 なし 当社調査結果から関連性 ｶﾑｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ
国道246号線 　00年6月登録 ・ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄの後側ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄの残存しているﾍﾞｱﾘﾝｸﾞに焼き付きの痕跡がある。 は認められません。 （2001年6月措置済）
新善波ﾄﾝﾈﾙ手前 ・破損状況からﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑不良により焼き付きが発生しｼﾞｮｲﾝﾄ部が捻じ切れ、前方のｽﾌﾟﾗｲﾝ部からﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽ再ﾘｺｰﾙ対象

　が抜け出し脱落したものと推定。 箱型ﾏﾌﾗｰﾘｺｰﾙ対象
・破損部のﾍﾞｱﾘﾝｸﾞにｸﾞﾘｰｽを注入するﾆｯﾌﾟﾙ(口金）が詰まっていて正常に機能しておらず整備作業時給脂出来なか ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
　ったものと思われる。 ﾘﾔﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
・警察継続調査中。 ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象

ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象

1/18日14時 静岡県袋井市  FS415U改 済 走行中ﾌﾛﾝﾄとﾘﾔﾃﾞﾌ間のﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが脱落。後続車への加害なし。 なし ４７案件 (No.2) に該当 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象
東名高速下り 　94年3月登録 ・ﾀﾝﾃﾞﾑ間ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが脱落。ただし、ﾌﾗﾝｼﾞﾖｰｸはﾌﾛﾝﾄﾃﾞﾌ側に残存。 ﾘｺｰﾙ１２５７(10月7日届出) ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
袋井IC～磐田IC 　ﾘﾔﾃﾞﾌ側のﾘﾀﾞｸｼｮﾝﾋﾟﾆｵﾝｷﾞｬｼｬﾌﾄのナットが弛みｺﾝﾊﾟﾆｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ内部に脱落、切断された割りﾋﾟﾝの破片も確認。  （2004年7月 暫定措置済）

　ﾘｺｰﾙの破損状況と同じ。 ﾀﾝﾃﾞﾑﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
ｱｸｽﾙﾁｭｰﾌﾞﾘｺｰﾙ対象
ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象

1/20日15時 山口県美祢市伊佐町  FU510UZ 済 走行中ｴﾝｼﾞﾝ制御警告ﾗﾝﾌﾟが点灯、ｷｬﾌﾞ外側左からの発煙を確認したので停車した。下車してｷｬﾌﾞ左側を見たところ なし 当社調査結果から関連性 ｼｬｼﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
中国道上り 　97年2月登録 炎を確認した。ｷｬﾌﾞ全焼､ﾘﾔﾎﾞﾃﾞｨ前側焼損。 は認められません。  (2000年8月 措置済)
美祢西IC～美祢IC ・ｴﾝｼﾞﾝｸﾗﾝｸｹｰｽ左側より第4気筒のｺﾈｸﾁﾝｸﾞﾛｯﾄﾞが飛び出している。噴出したｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙが高温の排気系に付着、 ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽ再ﾘｺｰﾙ対象

　発火し周囲の可燃物に延焼したと推定。  (2005年1月 措置済)
・ｴﾝｼﾞﾝ分解調査結果、第4気筒以外のｺﾈｸﾁﾝｸﾞﾛｯﾄﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞに異常はなくｵｲﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ不良による不具合の可能性は 後々軸ﾘｰﾌｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ外れﾘｺｰﾙ対象
　低い。04/09のｺﾈｸﾁﾝｸﾞﾛｯﾄﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ交換時の作業に起因する可能性が高い。 ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象

1/31日17時 大阪府池田市  FK61FK 済 荷積み後帰社しｴﾝｼﾞﾝ停止。車両を離れ数分後戻るとｷｬﾌﾞ内より出火していた。ｷｬﾌﾞ全焼､ﾘﾔﾎﾞﾃﾞｨ前側焼損。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
駐車場 　01年3月登録 ・最初に炎が確認されたのは助手席前、下側のﾊﾟﾈﾙの内部。 は認められません。 （2003年8月措置済）

・助手席前のﾘﾚｰﾎﾞｯｸｽ付近のﾊｰﾈｽに、生産時には見られない捩り配線とｼｮｰﾄ痕が多数あり。また、ｼｬｼ～ｷｬﾌﾞへの
　配線のうちの1本がECU本体下面にｼｮｰﾄし溶着。焼損が激しく火元の特定は困難。

2/9日1時 静岡県御殿場市神山  FV50NH 済 登坂車線を走行中ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが脱落し停車。落下物による二次被害はなし。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
東名高速上り 　02年11月登録 県警より故障停車原因究明の実車見分立会い要請あり。 は認められません。 ﾘﾔﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
駒門PA手前 ・ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ側ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄｼﾞｮｲﾝﾄ部ｽﾊﾟｲﾀﾞｰ2ヵ所が焼付き損傷しﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ・ｽﾘｰﾌﾞﾖｰｸが脱落。 ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象

・残存ｽﾊﾟｲﾀﾞｰ2ヵ所のﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部もｸﾞﾘｽ残量少および性状不良（ﾄﾞﾛﾄﾞﾛ）で焼付き寸前（焼付き始め）を確認。 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象
・ｸﾞﾘｽ給脂は可能（問題なし）を確認。
・その他県警捜査中。

2/8日14時 福島県福島市大笹生  FE516BT 済 走行中焦げ臭いがしたので停車したところ、ｷｬﾌﾞと荷箱の間に炎を確認した。ｷｬﾌﾞ全焼、荷箱は前半分が焼損。 なし 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰｷｰｽｲｯﾁﾘｺｰﾙ対象
国道13号線 　95年3月登録 ・排気管付近に炭化した積荷の裁断紙と思われる残留物あり、またﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ横の左側ﾌﾚｰﾑ内ｼｬｼﾊｰﾈｽに は認められません。  （2002年9月 措置済）

 ｼｮｰﾄ痕があるが焼損が激しく火元の特定は困難。 ﾀｲﾛｯﾄﾞｴﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄﾘｺｰﾙ対象

2/15日11時 群馬県新田郡笠懸町  FE63EEY 済 交差点手前で前方を走行中の軽乗用車が減速したのでﾌﾞﾚｰｷをかけたが効かず停車した車両に追突。 軽乗用車の 当社調査結果から関連性 ﾌﾞﾚｰｷ･ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾞｰｽﾀｰﾘｺｰﾙ対象
県道69号線 　02年3月登録 追突された軽乗用車が前の普通乗用車に追突した。天候は雪、路面はｼｬｰﾍﾞｯﾄ状態。 運転手軽傷 は認められません。  （2004年12月 措置済）

・制動力を計測、検査基準に合格。ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙ踏力に違和感ない。また、ﾌﾞﾚｰｷ分解したが特に異常はない。 ﾌｭｰｴﾙﾊﾟｲﾌﾟｸﾗﾝﾌﾟ脱落ﾘｺｰﾙ対象
・ABSｼｽﾞﾃﾑ異常の履歴をﾃｽﾀｰで確認したが問題なし。  （2004年12月 措置済）
・車両には特に異常なところは確認できなかった。

当該車両の運転手
が肋骨にﾋﾋﾞが入り
通院中

現時点(1/11）で人身
事故との警察判断の
情報は無し
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2/16日13時 高知県高岡郡中土佐町  FK619K 済 坂道を降坂中、前方の道路工事場所で停車中の車両を発見したのでﾌﾞﾚｰｷをかけたが効かずに追突した。 現時点では 当社調査結果から関連性 ｷｬﾌﾞﾌｯｸ曲がり不具合ﾘｺｰﾙ対象
国道56号線 　96年3月登録 当該車両を含めて4台の玉突き事故。直前までの降坂中はﾌﾞﾚｰｷの効きに異常はなかった。 物損事故扱い は認められません。 ｷｬﾌﾞﾁﾙﾄ警告灯不具合改善対策対象

・制動力を計測、検査基準に合格。ﾌﾞﾚｰｷ分解したが焼け等の異常なし。ｳｫｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑも異常なし。
・その他県警捜査中。

2/12日16時 長野県小諸市平原  FU410U 済 前方走行中の小型ﾀﾞﾝﾌﾟが右折のため減速したので、ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏んだが底付きしたような感じになり なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象
国道18号線 　94年3月登録 効かなかった。ﾊﾝﾄﾞﾙを切って避けたが、右折車両に追突。当該車両はその後横転。 は認められません。  （2004年4月 措置済）

・制動力を計測、検査基準に合格。ｳｫｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑも異常なし。ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ系の作動も異常なし。 後々軸ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
・その他県警捜査中。 ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象 

3/3日6時 大阪府枚方市香里ヶ丘  FK61FL 済 走行中ﾊﾝﾄﾞﾙとﾒｰﾀｰﾊﾟﾈﾙの間から発煙、その後炎を確認したので避難した。ｷｬﾌﾞ内全焼。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
府道18号線 　03年1月登録 ・ﾒｰﾀ-ﾊﾟﾈﾙ裏側の電源線にｼｮｰﾄ痕あり。2本の線同士が溶着、別の1本がｽﾃｱﾘﾝｸﾞｺﾗﾑｽﾃｰに溶着している。 は認められません。

　ただし、ｼｮｰﾄした配線のﾋｭｰｽﾞは切れておらず、ﾊﾞｯﾃﾘｰまでの配線の被覆も途中から残っている。原因の特定は
　できず。

2/25日15時 愛知県豊田市竜神町  FK71GJ 済 急な坂道(約18%勾配)を降坂中にﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙが底付きしたような感じになり減速できなかった。坂道の突き当たりが 運転手軽傷 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
　02年10月登録 Ｔ字路になっており、曲がりきれずにｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙを乗り越えて私鉄の線路内に転落した。 は認められません。

・ﾌﾞﾚｰｷ系のｴｱ配管がつぶれて漏れが発生している。ただし、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ等への衝突により二次的に破損したものと
　思われる。配管を修復し制動力を計測したところ、検査基準に合格。ｳｫｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑも正常に作動する。
・その他県警捜査中。

3/9日0時 静岡県静岡市  FU54JUZ 済 走行中、ｻｲﾄﾞﾐﾗｰで後前軸が右側に出っ張ったように見え白煙も確認した。約2km走行し停車し確認したところ後前軸 なし ﾘｺｰﾙ１４１５(4月15日届出) ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象
国道1号線ﾊﾟｲﾊﾟｽ 　04年2月登録 の左側ﾀｲﾔの奥から出火していた。ﾘﾔﾎﾞﾃﾞｨ後部がほぼ全焼。  （2004年11月 措置済）

・後前軸ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝVﾛｯﾄﾞのﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ取付けﾅｯﾄが脱落したため、車軸の左右方向の拘束が弱くなり、左内側のﾀｲﾔ ｴｱｻｽVﾛｯﾄﾞﾘｺｰﾙ対象
　ﾎｲｰﾙとｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰが接触したと思われる。その時、破損したｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰから噴出したｵｲﾙが金属接触による  （2004年11月 暫定措置済）
　火花または熱により発火、延焼したもの推定。 ｴﾝｼﾞﾝﾘﾔﾏｳﾝﾄﾘｺｰﾙ対象
・ﾅｯﾄ弛みの原因は締結強度不足によるもの。ﾘｺｰﾙ届出済み。  （2004年11月 暫定措置済）

ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象 

3/14日22時 兵庫県加東郡社町  FU55JUZ 済 走行中後続車より指摘があり車両を停車し確認したところ、後前軸の左ﾀｲﾔの奥に炎を確認しした。 なし ﾘｺｰﾙ１４１５(4月15日届出) ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象 
県道17号線 　04年11月登録 左内側ﾀｲﾔ付近とﾘﾔﾎﾞﾃﾞｨの床部分が焼損している。積荷への延焼なし。

・後前軸ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝVﾛｯﾄﾞのﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ取付けﾅｯﾄが脱落したため、車軸の左右方向の拘束が弱くなり、左内側のﾀｲﾔ
　およびﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑ・ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄがｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰが接触したと思われる。その時の摩擦熱によりﾀｲﾔより発火、延焼し
　たものと推定。ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰは表面に変形はあるが内部の作動油は漏れ出してはいない。
・ﾅｯﾄ弛みの原因は締結強度不足によるもの。ﾘｺｰﾙ届出済み。

3/23日18時 栃木県下都賀郡大平町  FA580B 済 自宅敷地内でｴﾝｼﾞﾝをｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ状態で荷おろし中ｴﾝｼﾞﾝが停止した。再始動できずｷｬﾌﾞ下から出火。ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ全焼。 なし 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰｷｰｽｲｯﾁﾘｺｰﾙ対象
　99年6月登録 ・ｴﾝｼﾞﾝ左前側上部の焼損が激しく出火場所の可能性が高いがその付近の配線にはｼｮｰﾄ痕はない。ｴﾝｼﾞﾝ本体から は認められません。  （2002年5月 措置済）

　のｵｲﾙ漏れ、前周りの補記類ﾌﾟｰﾘｰのﾛｯｸ、ｽﾀｰﾀｰのｵｰﾊﾞｰﾗﾝ等の異常も見られない。燃料ﾎｰｽは焼失しており燃料 ﾌﾛﾝﾄ独懸ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄﾘｺｰﾙ対象
　漏れの有無の確認は不可能。出火原因の特定は困難。

3/29日19時 広島県福山市神村町  FN428T 済 走行中振動があり衝撃音とともにｼｮｯｸを感じ、車線上にﾘﾔﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが落下したのを確認した。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象
山陽自動車道上り 　94年1月登録 後続の乗用車一台が落下物に乗り上げてﾀｲﾔ＆ﾎｲｰﾙが損傷。既走行距離1,711,163km。 は認められません。  （2004年3月 措置済）
神村ﾄﾝﾈﾙ手前 ・ﾘﾔﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ(3本中の最後尾)のﾃﾞﾌ側ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄのｽﾊﾟｲﾀﾞｰ(未回収)が破損しﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが脱落。前側の ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象

　ｼﾞｮｲﾝﾄは損傷あるが破断しておらず、ｽﾘｰﾌﾞﾖｰｸはぶら下がり状態で脱落していない。  （2005年1月 措置済）
・ﾃﾞﾌ側ﾌﾗﾝｼﾞﾖｰｸまたはｼﾞｮｲﾝﾄﾖｰｸ部のﾘﾃｰﾅｰﾎﾞﾙﾄが折損しｽﾊﾟｲﾀﾞｰが脱落した可能性があるが、当該部の破面の ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象
 損傷が激しく折損原因の特定は困難。ただし、脱落寸前の状態で回収したｽﾘｰﾌﾞﾖｰｸ側のﾎﾞﾙﾄには疲労破面が、 ｱｸｽﾙﾁｭｰﾌﾞﾘｺｰﾙ対象
ｽﾊﾟｲﾀﾞｰにはｶﾞﾀが認められる。未回収のﾃﾞﾌ側ｽﾊﾟｲﾀﾞｰもほぼ同等のﾒﾝﾃﾅﾝｽ状態であったと推定。  （2005年1月 措置済）

3/24日13時 長野県東筑摩郡本城村  BE459F 済 高速道に入ってﾘﾔｶﾞﾗｽ一面が路面の水を巻き上げ様な状況になりﾜｲﾊﾟｰを作動させた以外特に変調なし。その後 なし 当社調査結果から関連性 ﾘﾔﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｲﾌﾟ干渉ﾘｺｰﾙ対象
長野自動車道下り 　97年1月登録 約20km走行後右前輪後方に火花が見えたので非常停車帯に止め車外へ避難した。 は認められません。  （1997年5月 措置済）
立峠ﾄﾝﾈﾙ内 ・ｴﾝｼﾞﾝ冷却水漏れ、燃料漏れ、ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ漏れと思われる形跡は確認できたが、ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内の焼損が激しく原因の ｽﾀｰﾀｰｷｰｽｲｯﾁﾘｺｰﾙ対象

　特定は困難。  （2002年4月 措置済）
駐車ﾌﾞﾚｰｷｹｰﾌﾞﾙﾘｺｰﾙ対象
ﾌﾛﾝﾄ独懸ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄﾘｺｰﾙ対象

4/13日21時 新潟県妙高市毛祝坂  FP411D 済 登坂走行中ﾊﾞﾁﾊﾞﾁ音と焦げ臭さを感じ停車したところ、ｷｬﾌﾞ右後方に煙と炎を確認。通りがかりのﾄﾗｯｸの運転手が なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象
国道18号線 　96年3月登録 消火器で消火した。その後消防車の放水で完全鎮火。ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内右後部ぼや。 は認められません。  （2004年8月 措置済）

・ｷｬﾌﾞ右後方に後付けでｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙﾌｨﾙﾀｰが増設してあり、そこからｴﾝｼﾞﾝ本体への配管(ﾅｲﾛﾝﾁｭｰﾌﾞ）2本の一部が ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
　焼失、直下の排気管の焼損が比較的激しい。後付けのｵｲﾙ配管ﾅｲﾛﾝﾁｭｰﾌﾞの劣化または騒音防止ｶﾊﾞｰとの干渉  （2005年3月 措置済）
　により亀裂が発生し、ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙが漏れて高温の排気管に滴下、発煙、発火したものと推定。

4/18日12時 静岡県  FK619H 済 走行中発煙に気付いたが約5km走行後、ｷｬﾌﾞ後方の窓越しにﾘﾔﾎﾞﾃﾞｨからの出火を確認したので停車。ｷｬﾌﾞ、ｴﾝｼﾞﾝ なし 当社調査結果から関連性 ｷｬﾌﾞﾌｯｸ曲がり不具合ﾘｺｰﾙ対象
東名高速下り 　96年5月登録 ﾙｰﾑ内全焼、ﾘﾔﾎﾞﾃﾞｨ前部が焼損。 は認められません。  （2004年12月 措置済）
三方原PA付近 ・車両の損傷状況から火元はｴﾝｼﾞﾝ右後方排気管付近と推定されるが、排気ｶﾞｽ漏れ、ｵｲﾙ漏れ、ｵｲﾙ付着、配線の ｷｬﾌﾞﾁﾙﾄ警告灯不具合改善対策対象

 ｼｮｰﾄ痕等出火の形跡は確認できず。  （2004年12月 措置済）
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4/19日19時 岐阜県中津川市山口  FP415D 済 走行中ｾﾝﾀｰｺﾝｿｰﾙのﾗｼﾞｵの裏付近から発煙を確認したので道の駅の駐車場に停車した。助手席前のｲﾝｽﾄﾙﾒﾝﾄ 運転手軽傷 当社調査結果から関連性 燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟﾗｯｸﾘｺｰﾙ対象
国道19号線 　96年4月登録 ﾊﾟﾈﾙを外したところ奥に炎が見えた。ｷｬﾌﾞ全焼、ﾄﾚｰﾗｰの前側半分に延焼。 (手のひらに火傷） は認められません。 ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象

・ｷｬﾌﾞ内ｲﾝｽﾄﾙﾒﾝﾄﾊﾟﾈﾙ内側のﾊｰﾈｽからの出火の可能性が高いが、出火元付近には後付け配線も含めて多数の  （2005年3月 措置済）
 ｼｮｰﾄ痕があり原因の特定は困難。

5/6日18時 埼玉県上福岡市  FE73EB 済 火災発生の約1時間30分前に車庫内に駐車し、その約1時間後従業員が退社した。その後18時頃車庫が燃えている なし 当社調査結果から関連性 ﾏｽﾀｰｼﾘﾝﾀﾞｰﾋﾟｽﾄﾝｶｯﾌﾟ折損ﾘｺｰﾙ対象
車庫内 　03年9月登録 のを近所の人が発見、消防へ通報。車庫内に駐車していた他の6台にも延焼。 は認められません。

・車両の状況からｷｬﾌﾞ内からの出火と推定。ｷｬﾌﾞ内の右側の焼損が特に激しいが配線のｼｮｰﾄ痕等出火原因となる
 ようなものは確認できず。

5/10日12時 東京都大田区  BG438F 済 未登録の中古車として回送中、水温計の針が異常に上がっていたのでﾊﾟｰｷﾝｸﾞに停車し水を補給、走行を再開した なし 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰｷｰｽｲｯﾁﾘｺｰﾙ対象
首都高速湾岸線西行き 　（97年5月初度登録) ところ車内に煙が侵入して来たので路肩に停車した。非常電話を使用し戻ると左前側のﾀｲﾔの奥から火が出ていた。 は認められません。  （2002年5月 措置済）
多摩川ﾄﾝﾈﾙ内 　（04年5月登録抹消) ・ｽﾀｰﾀｰ内部の破損はなくｵｰﾊﾞｰﾗﾝの可能性はないが、ﾊﾞｯﾃﾘｰからの＋配線のﾀｰﾐﾅﾙが半分溶損、ｽﾀｰﾀｰﾏｸﾞﾈｯﾄ 駐車ﾌﾞﾚｰｷｹｰﾌﾞﾙﾘｺｰﾙ対象

 ｽｲｯﾁの端子も溶損。締結が緩みｴﾝｼﾞﾝ始動時にｽﾊﾟｰｸが発生し端子ｺﾞﾑキャップ等に延焼した可能性が高い。 ﾀｲﾛｯﾄﾞｴﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄﾘｺｰﾙ対象

4/30日22時 長野県諏訪市豊田  FE88DEV 済 峠から降坂して来て降りきった所の交差点の手前で信号が赤になったのを確認したのでﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏んだが柔ら なし 当社調査結果から関連性 該当無し
県道50号線 　05年3月登録 かく効かなかった。停止車両への追突を避けるために道路左側の車庫とﾌﾞﾛｯｸ壁に当てた。ｷｬﾌﾞ左前側破損。 は認められません。

・ﾌﾞﾚｰｷ系に損傷はなく、計測した制動力値は検査基準に合格。ｳｫｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑも正常に作動する。
・ﾌﾞﾚｰｷ系の分解調査結果、事故当時の状況からﾌﾞﾚｰｷを過熱させﾌｪｰﾄﾞ現象、ﾍﾞｰﾊﾟｰﾛｯｸ現象が発生し制動力が
 低下した可能性が高い。

5/12日12時 静岡県引佐郡三ヶ日町  FS510VY 済 走行中運転席下側付近が熱く感じ、足元から発煙したので停車。助手席側から避難しようとしてﾄﾞｱを開けたところ運転 なし 当社調査結果から関連性 ｼｬｼﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
東名高速上り 　96年9月登録 席周辺から炎が上がった。ｷｬﾌﾞ、ﾘﾔﾎﾞﾃﾞｨ全焼。 は認められません。  (2000年8月 措置済)

・運転手の発煙、出火時の証言と車両の焼損状況から運転席付近からの出火と考えられるが、この付近に車両側の ﾀﾝﾃﾞﾑﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
 発火源(電気配線、可燃物等)はなし。また、ﾀﾊﾞｺ等の人為的失火の痕跡も見つからず出火原因の特定できず。  (2003年5月 措置済)

ﾘﾔﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
 (2003年9月 措置済)
ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽ再ﾘｺｰﾙ対象
 (2005年3月 措置済)
ﾀﾝﾃﾞﾑﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ再ﾘｺｰﾙ対象
ｱｸｽﾙﾁｭｰﾌﾞﾘｺｰﾙ対象
ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象

5/13日10時 北海道檜山郡厚沢部町  FV415P 済 走行中白煙を確認したので停車したところｷｬﾌﾞ後方から炎が上がった。ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ左後部ぼや。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象
道道67号線 　86年4月登録 ・ﾀﾞﾝﾌﾟｺﾝﾄﾛｰﾙｹｰﾌﾞﾙ(ｷｬﾌﾞ内～ﾀﾞﾝﾌﾟｼﾘﾝﾀﾞｰ)とﾊﾞｯﾃﾘｰ～ｷｬﾌﾞ間のｼｬｼﾊｰﾈｽが長期間干渉し被覆が摩滅し短絡し出火 は認められません。  （2005年1月 措置済）

 したものと推定。ﾀﾞﾝﾌﾟｹｰﾌﾞﾙの配策が正規とは異なっておりこれが干渉の原因と思われる。本ｹｰﾌﾞﾙは消耗品であり ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
 いつの時点で事故車両の状態になったかは不明。  （2005年3月 措置済）

ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象

5/24日10時 新潟県新潟市女池明神  MS822P 済 国道ﾊﾞｲﾊﾟｽから県道へ合流するｶｰﾌﾞを走行中車両後方右側の非常口扉が開いた。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象
県道16号線 　97年5月登録 ・調査時点では非常口扉のﾛｯｸ機構、警報ﾌﾞｻﾞｰの作動に異常は認められず。 は認められません。  （2004年8月 措置済）

・事故前後の状況から推定すると、事故前日に扉が開閉されておりその時に半ﾄﾞｱ状態となり、かつ警報ﾌﾞｻﾞｰが接触 ﾎｲｰﾙﾊﾟｰｸ・ｳｪｯｼﾞﾘｺｰﾙ対象
 不良等により鳴らずそのまま運行した結果、左折時の遠心力により扉が開いたものと推定。  （2005年1月 措置済）

ﾎｲｰﾙﾊﾟｰｸ・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
 （2005年1月 措置済）

5/25日23時 静岡県静岡市  FU510UZ 済 走行中突然車速が落ちてきたので路肩に停車した。後前軸左側のｱｸｽﾙｼｬﾌﾄが約10cm抜け出していた。 なし 当社調査結果から関連性 ｼｬｼﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
東名高速下り 　98年3月登録 ・ｱｸｽﾙｼｬﾌﾄ取り付けﾎﾞﾙﾄ8本中1本を回収。ﾎﾞﾙﾄのねじ山の一部にｼｬﾌﾄ外れ時に出来たと思われる潰れがある以外、 は認められません。  (2000年8月 措置済)

 損傷、伸び等の問題なし。ｱｸｽﾙ側のねじ山の損傷ないがﾎﾞﾙﾄ穴内に少量のｸﾞﾘｽの残存を確認。 ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽ再ﾘｺｰﾙ対象
・当該部の直近の作業は2月の車検時であり、その時のﾄﾙｸﾁｪｯｸの有無は不明。車検作業時のﾎﾞﾙﾄ締付けが不十分  (2005年2月 措置済)
 であったため徐々に弛みが発生し、ﾎﾞﾙﾄ脱落、ｼｬﾌﾄ抜け出しに至ったものと推定。 後々軸ﾘｰﾌｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ外れﾘｺｰﾙ対象

 (2005年2月 措置済)
ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象

5/28日13時 長野県諏訪市  BE459F 済 走行中ﾊﾞｯｸﾐﾗｰで白煙を確認したので車両を路肩に停車させたところｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑから煙が出てきたので車内のｴﾝｼﾞﾝ なし 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰｷｰｽｲｯﾁﾘｺｰﾙ対象
中央道上り 　95年6月登録 ﾙｰﾑ点検扉を開けた。ｴﾝｼﾞﾝ左後方から炎が上がっていたので車載の消火器で消火した。ｴﾝｼﾞﾝ左後方ぼや。 は認められません。  （2002年5月 措置済）

・客室内用ﾋｰﾀｰの配管腐食、ﾎｰｽの劣化により水漏れが生じ、ｴﾝｼﾞﾝ冷却水がほとんどなくなりｴﾝｼﾞﾝが焼き付き 駐車ﾌﾞﾚｰｷｹｰﾌﾞﾙｴﾝﾄﾞﾘｺｰﾙ対象
 寸前の状態。ｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾘｰｻﾞｰﾎｰｽを中心に燃えており、ﾎｰｽには亀裂補修したと思われるｶﾞﾑﾃｰﾌﾟの燃え残りあり。 ﾀｲﾛｯﾄﾞｴﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄﾘｺｰﾙ対象
・ｴﾝｼﾞﾝ左側のｽﾀｰﾀｰ配線関係に異常なし。ｽﾀｰﾀｰは正常に作動することを確認。焼損部付近の配線にｼｮｰﾄ痕なし。 駐車ﾌﾞﾚｰｷｹｰﾌﾞﾙ固定不良ﾘｺｰﾙ対象
・ｴﾝｼﾞﾝ冷却水が減少しｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄ気味になりｴﾝｼﾞﾝ本体の温度が上昇し、ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽの補修用に使用していたｶﾞﾑ
 ﾃｰﾌﾟが触れて発火、ﾎｰｽおよびﾎｰｽ内のｵｲﾙ等に延焼した可能性が考えられる。
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5/30日19時 徳島県三好郡三好町  FE658E 済 走行中ﾊﾞｯｸﾐﾗｰで車両後方から炎が出ているのを確認したので路肩に停車した。荷箱の後軸上方の荷箱の床板の なし 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰｷｰｽｲｯﾁﾘｺｰﾙ対象
徳島自動車道上り 　96年5月登録 焼損が激しい。ｷｬﾌﾞへの延焼なし。 は認められません。  （2003年6月 措置済）

・荷箱の下側(後軸側）から出火しまわりに延焼している。 ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｷﾞｬﾎﾞｯｸｽﾘｺｰﾙ対象
・焼損の激しい後軸付近の電気配線にｼｮｰﾄ痕等の異常はない。後軸ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ破損等によるﾌﾞﾚｰｷの引きずりなし。 駐車ﾌﾞﾚｰｷｹｰﾌﾞﾙﾘｺｰﾙ対象
・荷箱とﾌﾚｰﾑ間に物入れを改造作成した時に使った床板の一部が焼け残っており、ﾃｰﾙﾊﾟｲﾌﾟの後軸部の曲り部頂上  （2004年12月 措置済）
　に擦れ跡があることから、床板が長期間接触または接近していたことにより炭化し燃え易くなっていたところで、今回 ﾀｲﾛｯﾄﾞｴﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄﾘｺｰﾙ対象
　の高速走行となり加熱されて発火したものと推定する。  （2004年12月 措置済）

4/24日10時 横浜市神奈川区  FE82EG 済 走行中前方の赤信号で停車中の大型ﾄﾗｯｸに追突した。その後、販売店に追突前にｴﾝｼﾞﾝ回転が上昇しｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷ 追突された大型 当社調査結果から関連性 独立懸架車ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
国道15号線上り 　02年12月登録 が効かなかったとの申し出があり。発生状況が不明確であり警察を交え再見分となった。 ﾄﾗｯｸと当該車両 は認められません。  （2003年6月 措置済）

・運転手の追突前の状況説明では、車速は60km/h、車間距離は15m。前方の信号が赤になったのでﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを の運転手がとも ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
　踏んだが最初の2回は板を踏むような感じで硬く、3回目を踏みなおした直後にｴﾝｼﾞﾝが吹けあがり追突したと証言。 に軽傷  （2005年1月 措置済）
・ﾌﾞﾚｰｷ液系配管に漏れなし。ﾊﾞｷｭｰﾑ系配管のｷｬﾌﾞ前面ﾊﾟﾈﾙ部のｺﾞﾑﾎｰｽに微小な亀裂あり。衝突により破損した ﾏｽﾀｰｼﾘﾝﾀﾞｰﾋﾟｽﾄﾝｶｯﾌﾟ折損ﾘｺｰﾙ対象
　ｷｬﾌﾞﾊﾟﾈﾙ鉄板と擦れて発生したものと推定。修復後漏れなく、台上ﾌﾞﾚｰｷﾃｽﾀｰで制動力を計測。ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙの踏み
　代に比例し制動力が増加することを確認した。ﾌﾞﾚｰｷ機能は正常と判断。ﾊﾞｷｭｰﾑなしでも制動力は確保。
・ﾘｺｰﾙ項目のﾏｽﾀｰｼﾘﾝﾀﾞｰを分解しﾋﾟｽﾄﾝｶｯﾌﾟの状況を確認したが、折損なく異常なし。

6/20日早朝 静岡県袋井市  FV412TZ 済 走行中車体振動が発生したために路肩に停車し車両確認後走行再開したが、加速時に異音が発生、後前軸と後々軸 なし 当社調査結果から関連性 ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
東名高速下り 　95年9月登録 間のﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが脱落した。落下物による二次被害はなし。 は認められません。  （2005年6月 措置済）

・脱落した部品と残存部品で確認したところ、ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄが前後逆に組付けられていたことが判明。昨年11月にﾕｰｻﾞｰ ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象
　が自家整備工場で後々軸のﾃﾞﾌｵｲﾙ漏れ修理時に逆組みした可能性が高い。ただし、これが本事故の直接的な原因  （2004年9月 措置済）
　になったとは考えにくい。 ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象
・残存するﾌﾗﾝｼﾞ部のﾘﾃｰﾅｰﾎﾞﾙﾄの破断面が疲労の形態をていしており、回収したｽﾊﾟｲﾀﾞｰや未破損のｼﾞｮｲﾝﾄ部のｶﾞﾀ  （2005年6月 措置済）
　が大きいこと、脱落したｽﾊﾟｲﾀﾞｰ内部の残存ｸﾞﾘｰｽ量は少ないが給脂機能は問題ないことを確認した。
・給脂不足(または整備ﾐｽ)により当該ｽﾊﾟｲﾀﾞｰにｶﾞﾀが発生し、点検整備不十分な状態で継続使用したためにﾘﾃｰﾅｰ
　ﾎﾞﾙﾄが弛み回転ｱﾝﾊﾞﾗﾝｽが増大し疲労破壊に至ったと考える。

6/18日9時 さいたま市岩槻区東町  FE667EV 済 走行中ﾌﾞﾚｰｷが効かなくなり停車中の乗用車に追突した。運転手は追突前からﾌﾞﾚｰｷの効き不良を感じており駐車ﾌﾞﾚ 追突された乗用 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰｷｰｽｲｯﾁﾘｺｰﾙ対象
国道16号線 　97年8月登録 ｰｷを併用していたと証言。また、ﾌﾞｻﾞｰの吹聴はなく、警告ﾗﾝﾌﾟの点灯は判らないと証言している。 車の運転手が は認められません。  （2002年9月 措置済）

・前輪右側の上下のﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷｷｬﾘﾊﾟｰのｱｳﾀｰﾊﾟｯﾄﾞが脱落し、ｷｬﾘﾊﾟｰとﾃﾞｨｽｸﾛｰﾀｰがﾒﾀﾙﾀｯﾁしﾛｰﾀｰが摩耗。脱落 軽傷 駐車ﾌﾞﾚｰｷｹｰﾌﾞﾙﾘｺｰﾙ対象
　していないｲﾝﾅｰﾊﾟｯﾄﾞは上側が使用限度越え。ﾋﾟｽﾄﾝの作動限度を越えたためﾋﾟｽﾄﾝﾌﾞｰﾂからﾌﾞﾚｰｷ液漏れあり。 ﾀｲﾛｯﾄﾞｴﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄﾘｺｰﾙ対象
　ﾃﾞｨｽｸﾊﾟｯﾄﾞの摩耗ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰの配線が意図的に直結に改造されており摩耗しても警告ﾗﾝﾌﾟが点灯しない状態。
　運転手は走行中に金属音を確認しているがそのまま走行継続。
・前輪左側のﾃﾞｨｽｸﾊﾟｯﾄﾞ、ﾛｰﾀｰ、摩耗ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰ配線に異常なし。また、ﾌﾞﾚｰｷ液漏れもなく問題なし。
・左右のﾊﾟｯﾄﾞ刻印が異なり、今年1月の前ﾌﾞﾚｰｷ修理時のﾊﾟｯﾄﾞ交換が左側のみであった可能性が高い。
・ﾌﾞﾚｰｷ液ﾘｻﾞｰﾊﾞｰﾀﾝｸ内の液面低下時の警告ﾗﾝﾌﾟ作動、ﾃﾞｨｽｸﾊﾟｯﾄﾞの摩耗警告ﾗﾝﾌﾟの作動(不正改造修正後)は正常
　であることを確認にした。また、ﾊﾞｷｰﾑ失陥警報(ﾌﾞｻﾞｰ吹聴、ﾗﾝﾌﾟ点灯）も正常に作動。
・不適切な警報装置の改造、ﾌﾞﾚｰｷが異常な状態での継続使用での事故と考える。警察が捜査継続。

6/29日11時 長野県佐久市  MS822P 済 走行中、後続の同僚のﾊﾞｽからの合図および追い越し車線の小型ﾄﾗｯｸから指摘されて路肩に停車した。確認したとこ なし 当社調査結果から関連性 ﾘﾔｽﾀﾋﾞ、ｴｱﾊﾟｲﾌﾟﾘｺｰﾙ
上信越道下り 　98年3月登録 ろ後軸左側の内側ﾀｲﾔ付近から炎が出ていたので,乗客を避難させ消火器で消火した。一旦火が消えたが再び燃え は認められません。  （2000年8月 措置済）
八風山トンネル内 上がり左ﾀｲﾔの方へ延焼し室内にも燃え広がった。消防車が出動し鎮火した。 燃料噴射ﾎﾟﾝﾌﾟ・ﾘﾀｰﾝｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

・右後輪内側ﾀｲﾔおよびその付近の焼損が激しいこと、運転手が消火器のﾉｽﾞﾙを向けた場所と一致することから、 　　　　　　　　　　  ﾌﾞﾗｹｯﾄﾘｺｰﾙ対象
　火元は右後内側ﾀｲﾔ付近と推定する。  （2003年8月 措置済）
・後軸左右のﾌﾞﾚｰｷには引きずりによる焼けた痕跡はない。また、ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞに破損もなく、これらからの出火の可能 ﾎｲｰﾙﾊﾟｰｸ・ｳｴｯｼﾞﾘｺｰﾙ対象
　性はない。ABS車速ｾﾝｻｰの配線にｼｮｰﾄ痕なし。ｼｬｼﾊｰﾈｽは左ﾀｲﾔ側にありｼｮｰﾄ痕はない。 ｴｱﾁｬｰｼﾞﾊﾟｲﾌﾟ亀裂ﾘｺｰﾙ対象
・右ﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑのﾀﾞｽﾄｶﾊﾞｰとﾄﾞﾗﾑが擦れた跡があった。高温になったような変色は見られないが、ﾕｰｻﾞｰ要求により
　詳細調査を当社が実施する。また、後軸のﾀｲﾔとﾎｲｰﾙについてはﾀｲﾔﾒｰｶｰが調査する。

7/8日19時 山口県下関市  FK727C 済 走行中ﾌﾞﾚｰｷの異常(引きずり感)に気付き停車し車両を点検していたところ、前軸右側のﾊﾌﾞｷｬｯﾌﾟがはずれ、直後に なし 当社調査結果から関連性 なし
山陽自動車道上り 　98年9月登録 左側のﾀｲﾔ付近から出火し車両全体に延焼した。 は認められません。
小月IC付近 ・ｴﾝｼﾞﾝからの出火の形跡はない。前後軸のﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞには焼き付き、破損等の異常なし。

・後軸のﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑはｽﾑｰｽに回転するが、前軸は左右共に人力では回転しない。前軸左右のﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞ、ﾄﾞﾗﾑの
　摺動面に引きずりの形跡あり。
・前軸左右のﾌﾞﾚｰｷ引きずりの原因は、ﾌﾞﾚｰｷﾊﾞﾙﾌﾞ、ｴｱﾏｽﾀｰ等の異常が考えられるが焼損が激しく特定は困難。

7/20日20時 福岡県久留米市  FT517VX 済 ﾗｰﾒﾝ店の駐車場で、ｴﾝｼﾞﾝｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ、ｴｱｺﾝON、冷凍機のｴﾝｼﾞﾝONの状態で無人で駐車していたところ、約20分後に なし 当社調査結果から関連性 ｼｬｼﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
駐車場 　96年8月登録 ｷｬﾌﾞ内ｾﾝﾀｰｺﾝｿｰﾙ付近から炎が出ているのを発見。ｷｬﾌﾞ内全焼、ﾘﾔﾎﾞﾃﾞｨの前面焼損。 は認められません。  (2000年9月 措置済)

・運転手が炎を確認した場所はT/Mｼﾌﾉﾌﾞ後方のｾﾝﾀｰｺﾝｿｰﾙｽｲｯﾁ付近で、そこに座布団をかぶせ消火を試みている。 ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽ再ﾘｺｰﾙ対象
・その付近のﾒｲﾝ配線にはｼｮｰﾄ痕なはい。なお、一部の配線に溶融痕(玉）があるが相手側が確認できず二次的な
　可能性が高い。その他火元となるような車両側の要因は見当たらず。

7/20日16時 奈良県天理市  FK71HH 済 上り坂走行中に水温計の針がﾚｯﾄﾞｿﾞｰﾝ手前まで上がったので停車し水温計が下がるのを待って配達に出発した。 なし 当社調査結果から関連性 ｽﾀｰﾀｰﾘﾚｰﾘｺｰﾙ対象
国道25号線 　99年11月登録 その後、上り坂で再度水温計の針が上がって来たので停車し車両左側へ回ったところ、ｷｬﾌﾞとﾊﾞﾝﾎﾞﾃﾞｨの間から は認められません。  (2000年8月 措置済）

炎が上がった。 ｸﾗｯﾁﾌﾞｽﾀｰﾌﾞﾗｹｯﾄｺｰﾙ対象
・事故前の状況からｴﾝｼﾞﾝｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄによりｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内が異常に高温になり火災発生したものと推定。
　ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内の焼損が激しく火元、延焼経路の特定は困難。ｴﾝｼﾞﾝの詳細調査を実施する。
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7/12日16時 埼玉県川越市  FB700B 済 走行中前方の軽自動車が停車したのでﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏んだが追突した。事故直前まではﾌﾞﾚｰｷに異常なし。 追突された軽自 関連性調査中 ﾏｽﾀｰｼﾘﾝﾀﾞｰﾋﾟｽﾄﾝｶｯﾌﾟ折損ﾘｺｰﾙ対象
一般道 　03年12月登録 事故後、販売店で制動力をﾌﾞﾚｰｷﾃｽﾀｰで計測したが数値は車検の検査基準に合格。 動車の乗員3名

・再度制動力を計測したが車検の検査基準に合格。 のうち1名が軽傷

・ﾌﾞﾚｰｷ関連部品を回収し調査したが異常は確認できなかった。

7/19日18時 兵庫県姫路市  FB70ABX 済 帰社後車庫に車両を駐車約30分後に従業員が荷台の右後輪付近から火の手が上がっているのを発見した。車庫 なし 当社調査結果から関連性 独立懸架車ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
車庫 　05年6月登録 内の建設機材等に延焼。 は認められません。 ﾏｽﾀｰｼﾘﾝﾀﾞｰﾋﾟｽﾄﾝｶｯﾌﾟ折損ﾘｺｰﾙ対象

・車両の右後輪部の荷台部では、床板が穴明き焼失しており火元と推定できるが焼損状況が激しく特定は困難。
　なお、付近の配線、排気管、ﾌﾞﾚｰｷ、ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ等からは火元、火種となったような痕跡は確認できず、火災現場
　での調査からは原因特定に至っていない。
・後日、焼損車両を販社に持ち込み車両全体を再度調査したが原因の特定は出来ず。

7/23日19時 北海道足寄郡足寄町  FK628M 済 峠から降坂中、後軸左側のﾀｲﾔ付近からの発煙を確認したので停止するためにﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏んだが効きが悪く なし 当社調査結果から関連性 ｷｬﾌﾞﾌｯｸ曲がり不具合ﾘｺｰﾙ対象
国道241号線 　96年2月登録 駐車ﾌﾞﾚｰｷを使用し停車した。後軸左側のﾀｲﾔ付近から出火し、車両および積荷ともに全焼した。 は認められません。  （2005年03月 措置済）

・後軸左側のﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞに焼け、ひび割れがあり引きずった形跡がある。また、ﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑに亀裂が発生している。 ｷｬﾌﾞﾁﾙﾄ警告灯不具合改善対策対象
　ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞには異常なし。後軸右側のﾗｲﾆﾝｸﾞ、ﾌﾞﾚｰｷドラムに特に異常はない。後軸左右共に、後側ﾎｲｰﾙｼﾘﾝﾀﾞの  （2004年10月 措置済）
　遮熱板の一部が脱落しているのをﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑ内で発見。不具合部品を回収し調査する。

7/28日16時 滋賀県大津市  MK618J 済 走行中ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑから発煙しているのを後続車両から知らされたので路肩に停車した。ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑの左側下方から なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄUﾎﾞﾙﾄﾘｺｰﾙ対象
名神高速上り 　93年7月登録 消火器で消火した。 は認められません。 ｼｬｼﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象

・ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ左(排気側)が焼損している。燃料ﾌｨﾙﾀ(ｴﾝｼﾞﾝ右側)の真上の点検扉の吸音材(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ)に軽油が ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内ｼｬｼﾊｰﾈｽﾘｺｰﾙ対象
　約1ﾘｯﾄﾙ残存していた。事故当日の午前中、京都市内の駐車場で燃料ﾌｨﾙﾀﾍｯﾄﾞと燃料ﾊﾟｲﾌﾟ間のﾊﾟｯｷﾝ不良による ﾌﾛﾝﾄｱｸｽﾙｷﾝｸﾞﾋﾟﾝ穴部ﾘｺｰﾙ対象
　燃料漏れの修理を実施している。
・7/29に警察の見分は終了。修理後にｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内に残っていた燃料が発火したとの見解。

7/29日6時 広島県世羅郡世羅町  FP411DR 済 ﾄﾚｰﾗｰを連結しｴﾝｼﾞﾝｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞで駐車中にｷｬﾌﾞ後方から白煙を確認した。ﾄﾚｰﾗｰを切り離した後、消火作業を実施した なし 当社調査結果から関連性 ｸﾗｯﾁﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾘｺｰﾙ対象
町道 　94年7月登録 が消火できず消防へ通報した。車両前半分が焼損。 は認められません。  （2004年6月 暫定措置済）

・ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ右上部のｽﾀｰﾀ電源線とﾌﾚｰﾑ内側のｴｱﾊﾟｲﾌﾟが短絡した痕跡あり。それ以外に火元となるような痕跡は ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象
　焼損も激しく確認できず。  （2004年4月 措置済）
・ｽﾀｰﾀ電源線とｴｱﾊﾟｲﾌﾟ等の部品を回収して調査する。

8/7日21時 兵庫県尼崎市  FU510UZ 済 高速出口付近で前軸左ﾀｲﾔ付近からの白煙に気付き料金所で停車し点検したが異常は確認できず。国道で再度確認 なし 当社調査結果から関連性 ｷｬﾌﾞ電源ﾊｰﾈｽ再ﾘｺｰﾙ対象
国道43号線 　00年6月登録 したが異常はなく、そのまま走行していると隣の車線の車両から炎が出ていると指摘され停車。前軸左ﾀｲﾔが燃えてい は認められません。 後々軸ﾘｰﾌｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ外れﾘｺｰﾙ対象

た。ｷｬﾌﾞが全焼。 ﾘﾔﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象
・前軸左側ｱｳﾀｰﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞが破損、ﾌﾞﾚｰｷを引きずった形跡あり。ｲﾝﾅｰﾍﾞｱﾘﾝｸﾞには外観上異常は見られない。ﾍﾞｱﾘ
 ﾝｸﾞｸﾞﾘｰｽは全て焼失しておりｱｳﾀﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの破損原因の特定は困難。
・前軸右側のﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ、ｸﾞﾘｰｽ充填状況に特に異常はない。

8/18日10時 静岡県御前崎市  FE435F 済 走行中前方交差点が赤信号のためﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏んだが効きが悪く、右側の右折ﾚｰﾝに回避したが前方の乗用車 追突された乗用 当社調査結果から関連性 ﾅｯｸﾙｱｰﾑ折損ﾘｺｰﾙ対象
国道150号線 　87年3月登録 に追突した。 車の乗員2名が は認められません。  （2005年06月 措置済）

・後軸のﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｲﾌﾟが腐食、穴明き。ﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞ時ﾌﾞﾚｰｷ液の漏れを確認。前軸のﾌﾞﾚｰｷは正常。 軽傷

・車両は塩害の激しい地域で稼動しておりﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｲﾌﾟ穴明き部を含めて車両下まわりの発錆が著しい。前回車検時に
　当該ﾌﾞﾚｰｷﾊﾟｲﾌﾟ未交換で継続使用したために事故直前にﾌﾞﾚｰｷ液が漏れて制動不良になり追突事故に至ったとの
　警察見解。

8/24日2時 静岡市清水区  FS54JVZ 済 走行中前方を走行していた大型ﾄﾗｯｸが減速したのでﾌﾞﾚｰｷをかけたが、二度目のﾌﾞﾚｰｷが効かずに追突した。 当該車両の運転 当社調査結果から関連性 ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ取付けﾎﾞﾙﾄ点検ﾘｺｰﾙ対象
国道1号線ﾊﾟｲﾊﾟｽ 　04年9月登録 ・ﾌﾞﾚｰｷ系ｴｱ配管の破損が追突によるものと確認できたので修復し、その他の部位にｴｱ漏れがないことを確認した。 手が軽傷 は認められません。 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾞﾘｺｰﾙ対象

　また、ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙの動き、ﾌﾞﾚｰｷ系の警報ｼｽﾃﾑの作動等に異常なく、車両の制動能力も問題なし。

8/16日23時 千葉県柏市  MU525T 済 走行中車両左後方からの発煙を確認したので路肩に停車。ｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ内左側から煙と炎が出ていたが自然鎮火した。 なし 当社調査結果から関連性 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象
常磐道上り 　91年4月登録 9/5日 ・ｴﾝｼﾞﾝ吸気系ﾊﾟｲﾌﾟ支持部が破断、ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ潤滑油ﾊﾟｲﾌﾟが折損している。焼損場所付近にはｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙが飛散 は認められません。  （2005年1月 措置済）

　しており、噴出したｵｲﾙが排気系の高温部にかかり発火、延焼した可能性が高い。関連部品を回収して調査する。 ﾌﾛﾝﾄ独立懸架ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝﾘｺｰﾙ対象
 （2005年1月 措置済）
ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｻﾎﾟｰﾄﾘｺｰﾙ対象
ﾀｲﾛｯﾄﾞｴﾝﾄﾞ/ﾎﾞｰﾙｽﾀｯﾄﾞﾘｺｰﾙ対象
ﾘﾔﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象

9/13日6時 静岡市駿河区丸子  FS411T 済 走行中後続車両から荷台から出火していると知らされ路肩に停車。荷台前方から出火、床板の一部が焼失。 なし 当社調査結果から関連性 ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ取付けﾎﾞﾙﾄ点検ﾘｺｰﾙ対象
国道1号線 　96年11月登録 9/16日 ・駐車ﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑ上部の荷台の床板が約1.5m2焼失している。ﾌﾞﾚｰｷﾄﾞﾗﾑの外観には焼けた形跡あり、内部のﾌﾞﾚｰｷ は認められません。 ﾘﾔｱｸｽﾙﾁｭｰﾌﾞﾘｺｰﾙ対象

　ﾗｲﾆﾝｸﾞには引きずりによる焼け、亀裂が見られ、摩耗してﾘﾍﾞｯﾄの頭も削れている。 ﾀﾝﾃﾞﾑﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ再ﾘｺｰﾙ対象
・駐車ﾌﾞﾚｰｷ機構のﾚﾊﾞｰ、ﾜｲﾔｰ、ｶﾑ等の動きに渋りなく、駐車ﾌﾞﾚｰｷの戻し忘れによる引きずり、ﾄﾞﾗﾑ過熱、床板発火 ﾌﾛﾝﾄﾊﾌﾞﾘｺｰﾙ対象
　に至ったとの警察見解。  （2004年7月 措置済）

ﾘﾔﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
 (2004年3月 措置済)
ﾀﾝﾃﾞﾑﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄﾘｺｰﾙ対象
 (2004年3月 措置済)

・2004年6月14日以降、昨年末までの車両事故・火災情報(スクランブル対応）は45件(うち27件は47項目との関連性無かった為項目から削除)
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・(  )内数値は、9月12日時点の数値を示す。

市場措置アイテム

実在登録台数

実施台数 実施率（％） 実施台数 実施率（％）

大型トラック　クラッチハウジング　リコール 68,679 4,766 6.9% 61,905 90.1% 66,671 97.1%

（０４年５月２６日・１０９２） （０５年1月末現在） (4,903) (7.1%) (61,760) (89.9%) (66,663) (97.1%)

大型トラック　後前軸と後後軸間プロペラシャフト　リコール 14,166 858 6.1% 11,483 81.1% 12,341 87.1%

（０４年１０月７日・１２５７） （０５年1月末現在） (927) (6.5%) (11,316) (79.9%) (12,243) (86.4%)

大型バス流体式リタ－ダ装着車プロペラシャフトエンドヨ－ク　リコール 262 0 0.0% 262 100.0% 262 100.0%

（０４年６月１５日・１１１１） （０５年1月末現在） (0) (0.0%) (262) (100.0%) (262) (100.0%)

大型バス　フロント独懸用アームシャフト亀裂　リコール 6,859 31 0.5% 5,809 84.7% 5,840 85.1%

（０４年１０月２７日・１２９０） （０５年1月末現在） (36) (0.5%) (5,762) (84.0%) (5,798) (84.5%)

小型バス　ローザ　非常ドアの開放　リコール 3,565 3,564 100.0% 3,564 100.0%

（０４年９月２２日・１２２８） （０５年1月末現在） (3,564) (100.0%) (3,564) (100.0%)

小型トラック　キャンター　ブレーキライン　リコール 8,835 75 0.8% 8,593 97.3% 8,668 98.1%

（０４年7月21日・１１６８） （０５年1月末現在） (78) (0.9%) (8,587) (97.2%) (8,665) (98.1%)

大型トラック後２軸駆動車　前側駆動軸差動機（インタデフケース）リコール 2,682 41 1.5% 2,444 91.1% 2,485 92.7%

（０４年１０月１３日・１２６５） （０５年1月末現在） (44) (1.6%) (2,431) (90.6%) (2,475) (92.3%)

中型バス　変向機（Ｔドライブ）ピ二オンギヤシャフト　リコール 3,220 45 1.4% 2,385 74.1% 2,430 75.5%

（０４年１０月１３日・１２６１） （０５年1月末現在） (49) (1.5%) (2,300) (71.4%) (2,349) (73.0%)

小型バス　ローザ荷物扉開放　リコール 1,048 1,048 100.0% 1,048 100.0%

（０４年９月２２日・１２２８） （０５年1月末現在） (1,048) (100.0%) (1,048) (100.0%)

大・中型バス　非常口付近座席転倒防止　リコール 27,569 26,556 96.3% 26,556 96.3%

（０４年９月２２日・１２２９） （０５年1月末現在） (26,551) (96.3%) (26,551) (96.3%)

市場措置アイテム

実在登録台数

実施台数 実施率（％） 実施台数 実施率（％）

大型車フロントハブ不具合 100,619 1,651 1.6% 94,385 93.8% 96,036 95.4%

（０４年３月２４日・１０５６），（０４年４月２２日・１０７６），（０４年８月１９日・１２０４） （０５年1月末現在） (1,695) (1.7%) (94,307) (93.7%) (96,002) (95.4%)

（届出日・届出番号）
暫定措置

市　場　措　置　実　施　状　況　 (０５年９月１９日現在）

対象台数 実施状況

47案件以外

対象台数

（届出日・届出番号）

恒久措置
実施台数

合　　計

合　　計

実施台数

実施率（％）

実施状況

暫定措置 恒久措置
実施率（％）

資料2


